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Retail Innovation and Co-Branding 
 






















This paper analyzed the development process as a type of operation of the 
service station in the United States using the concept of the co-branding, and  
extract a key factor necessary for gasoline station dealer to ascertain 
directionality of the management. 
While gasoline demand decreases in Japan, the manager of the service 
station must pursue retail innovation. It was pushed forward assuming the 
correspondence from integrated oil company in Japan, but, in Europe and 
America, retail innovation finally went ahead from the perspective of retailer. 
This is caused by the fact that the brand power was damaged by repeated 
industry reorganization, lost in talented person acquisition competition, et 
cetra.  
These are factors that were possible in our country, gasoline retailers need 










































1961 年の 5%から 51％まで増加した。さらに、ガソリンスタンドがスピンアウト
した機能を基礎に新たにクイックルブという新業態が成長した（Mitchell[1980] 
pp.8-9）。クイックルブ最大手のJiffy Lubが参入したのが1971年（FC展開は79
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ARCO の成功は、コンビニエンスストア併設とセルフ SS によるガソリンの大量
販売という業態の優位性を認知させ、これを確認した石油会社が一斉にコンビニ
エンスストアを併設していった。そして ARCO 参入から 10 年後（1987 年）には、
石油会社はコンビニエンスストアの店舗数上位 50 社の 3分の 1を占め、1999 年
には半数を占めた。さらに上位25社でみると、石油会社系は14社、コンビニエ
ンス系が11社となった（NPN Annual C-Store Survey, Oct.1999）。 
最多のブランドSS（系列SS）を持っていたBP・AMOCOは、AMOCO Food shopと
BP Expressを展開し、EXXONが Exxon shop、Tiger Mart、Tigerの 3ブランド、
Equion（Shell 56％・TEXACO 44%の合弁） はShell Food Mart、Motiva（Shell 35%・




数 9 位）、Speedway/Super America（SS 数 14 位）、Diamond Shamrock（SS 数 10
位）は、石油ブランドを補完、強化するためにコ・ブランドを活用した(5)。 
 もともとシェールオイル会社であった Tosco(6)は製油所を買収して精製に進出
した後、1996 年にコンビニエンスの Circle K を買収して、コンビニエンススト
アの併設を積極的に進めた。さらに1997年にUnocalからUnion 76のブランドを
購入し、Circle K・ 76 という確立した２つのブランドを組み合わせて、コ・ブ
ランドのセルフSSを展開した(7)。 
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米国EIA（U.S. Energy Information Administration）は、精製の再編形態に
ついて、①専門化(Specialization)、②精製の合理化（Refocus away from 






Tosco は 2000 年には ARCO から 2つの製油所を購入し、Phillips も BP から 25
万B/Dの製油所を購入した後、合併してPhillipsとなり、2002年にPhillipsは
Conoco と合併し、ConocoPhillips になった。ConocoPhillips は、今度は、2003
年に60千B/D、2005年に32千B/DをSuncorに売却し、2006年にはカナダのCenovus 
Energy とジョイントベンチャーを組んで Wood River Refinery を運営する一方、
2012 年には Delta Airlines に Trainer Refinery を売却し、さらに Phillips66
へ製油所をスピンアウトした(図表2)。 
このConocoPhillipsは一例に過ぎず、1995年には大手の精製会社は23社あっ













図表2 Conoco Phillipsの変遷（2000～2013年） 
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
ARCO
千B/D 29千 WRB Refining(JV) 476
Delta Airline 185
Tosco 920 　Phillips
BP Phillips 66 1594
250千
Phillips 355 ConcoPhllips 15
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2 Couche-Tard/Circle K 7,276
3 Speedway 2,770
4 Casey’s General Stores 1,896
5 CST Brands/Corner Store 1,318
6 Aplus, MACS/Tigermarket, Stripes, Aloha (Sunoco Inc.) 1,309
7 Murphy USA, Murphy Express 1,296
8 ampm 970
9 Kroger: Turkey Hill, Kwik Shop, Quik Stop, etc. 790
10 Suncor Energy: Petro-Canada, Neighbours, SuperStop 750
11 GPM Investments: Fas Mart, Shore Stop, Scotchman, etc. 732
12 QuikTrip 723
13 Chevron Corp. (ExtraMile, Caltex) 708
14 Wawa 706
15 Pilot Travel Centers, Flying J 688  
注１ Speedway、am/pm、Suncor、Chevronの４社が石油会社系 
注２ Quick Trip、WAWA、Sheets,そして第24位のRace Trac（店舗数385）は特にガソリン販
売量が多いことからHVR（high Volume Retailer）と呼ばれている。 
資料：CSP Magazine 2016 Convenience Top101 
 
図表4石油会社のSSの所有・運営形態 
SS数 比率 SS数 比率
COCO(会社所有・会社運営） 5,519 3.3% 3,058 2.0%
CODO（社有特約店） 6,778 4.1% 400 0.3%
DODO（特約店所有・特約店運営） 5,611 3.4% 3,293 2.2%
ブランドディストリビューター・ジョバー 55,155 33.0% 48,873 31.9%
石油会社計 73,063 43.7% 55,624 36.4%
API非加盟 94,283 56.3% 97,371 63.6%
合計 167,346 100.0% 152,995 100.0%




注：石油会社：BP, Chevron, Exxon, Mobil、ConocoPhillips、Shell 







































会社運営（カンパニーSS:COCO：Company Own Company Operated）や石油会社所有・
特約店所有（CODO：Company Own Dealer Operated）のSSはどんどん売却された。
カンパニーSSは2003年の5,519カ所から3,058カ所に減少し、2014年 6月時点
で、大手石油会社でカンパニーSSを所有しているのは、小売にコミットメントし
続けている Chevron が 423 カ所のみで、Shell は 20 カ所が残っているものの
ExxonMobil、BP、ConocoPhillipsは無くなった（図表4）。 
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から（NPN[1971] April, pp.48-49）。 




(5) これにサウスランド（セブンイレブン、High’s Dairy Store）とARCO（am/pm）が続いた。 
(6) Tosco(The Oil Shale Corporation)は1955年にカリフォリニア州で設立されたシェールオイ
ル会社。エクソンやARCO と共同開発を行ったが成果を出せないままプロジェクトは終了し
たが、1976 年にTosco に社名変更して独立系製油所運営会社となった。 




(9)ハイパー等の上位 5 社は、Kroger(スーパーマーケット)1,220 カ所、Walmrt(ディスカウント
ストア)999 カ所、Sam’sClub(ホールセールクラブ)505 カ所、Costco（ホールセールクラブ）
381 カ所、Safeway（スーパーマーケット）346 カ所で、合計は 3,451 カ所である
（NACS[2015]p.30）。 
(10) スーパーなどとの提携に関しては、Chevron もAlbertson と提携を行っている。Albertson
は、スーパーマーケットの大手で 33 州に展開し、傘下に 2,200 のスーパーがある。Albertson
傘下のスーパーには、Albertsons、Safeway、Vons、Jewel-Osco、Shaw’s、ACME Markets、
Tom Thumb、Randalls、United Supermarkets、Pavilions and Star、Market and Carrs
がある（CSP Category News 2016 年 9 月 7 日）。 
同様にシェルもKroger など 19 のスーパーマーケットと提携を行っている。 
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